
 

人権週間に 11月 28日朝礼 校長講話より      

校長 小島宏一郎 
12 月に入り、令和 4 年も残り 1 ヶ月となりま

した。今月前半には、人権週間があります。第

二次世界大戦が終わって 3年後の 1948年 12月

10 日に開催された第 3 回国連総会で、世界人権

宣言が採択されました。このことを記念し、12

月 10 日が「人権デー」と定められ、「人権デー」

までの１週間の 12月 4日から 10日が人権週間

と決まりました。そこで、今日は、人権に関す

る話を 2 つします。 

一つ目は、映画の話です。この夏に島崎藤村

原作の「破戒」が 60 年ぶりに映画化されました。

「破戒」の映画化は 3 回目で、今回の主演は間

宮祥太朗さんです。この映画は全国水平社創立

１００周年を記念して作られました。（全国水

平社のことは、今月配られる「人権に関する学

習資料」に詳しく載っています。） 

映画のパンフレットのインタビューで、脚本

の加藤正人さんは、部落差別だけでなく広く「差

別」を意識して「誰の中にもおそらく、差別さ

れたくないから差別する側に立とうとする、柔

い部分がある」「この映画を観ることで、その

ことをきちんと自覚して差別と向き合い、観た

方が差別に関して意識するようになってくれれ

ばいい」と答えています。また、主役の丑松を

演じた間宮さんは、最後の場面のセリフ「勉強

が君たちを救ってくれる」に込めた思いを、「勉

強して得られるものって、知識だけではない。

想像力も育んでくれるのではないかと思います。

(中略）勉強とは、自己を形成するようなプロセ

スになるのだということを、生徒たちに伝える

つもりで撮影に臨みました。」と答えています。 

 映画の劇場公開は都内ではもう終わってしま

いましたが、動画配信やレンタルＤＶＤで視聴

できると思います。機会があったらぜひ観てほ

しいです。 

 二つ目は、11 月に糀谷小学校で公開された研

究授業の話です。6 年生の総合的な学習の時間

に「人権課題『外国人』」をテーマにした授業

が行われました。授業は羽根つき餃子で有名な

「你好」の創業者である八木功さんと 6 年生と

の対話を軸に構成されていました。 

八木功さんの半生を簡単に紹介します。八木

さんは、1934 年、日本人の父と中国人の母との

間に中国で生まれました。そして終戦後、ソ連

侵攻によって家族が離ればなれになり、母や母

の妹と一緒に中国人として生きることになりま

した。中国での生活では「日本鬼子（にっぽん

きし）」と差別されたこともあり、大変な苦労

をされたそうです。しかし、一生懸命に努力し

職場でも認められ、生活の基盤を築きました。

結婚し、お子さんも 3 人になりました。中国で

ずっと暮らす選択肢もありましたが、八木さん

は、中国残留孤児として 1979 年に 45 歳で父親

の祖国である日本に帰国しました。帰国後、日

本語学校や夜間学級で日本語を学び、料理学校

で料理を学び 1983 年に蒲田で「你好」を開店

しました。 

6 年生の授業では、外国人に対する偏見や差

別に向き合い、自分が八木さんのような立場だ

ったらと考えさせる内容でした。差別される人、

差別する人、差別される人を支える人、様々な

人の立場になって考えを深めることができる授

業でした。 

 八木さんから「『你好』羽根つき餃子ととも

に 二つの祖国に生きて」という本をいただきま

した。巻末の「刊行に寄せて」から八木さんの

言葉を一つ紹介します。 

「どんな困難に直面してもあきらめずに己の信

念を貫き通し、努力を続ければ充実した人生を

歩むことができると信じています。」 

 この本は、学校の図書室に入れてもらいます

ので、ぜひ読んでみてください。 

 始めに話したとおり、12 月 4 日から人権週間

が始まります。大田区では、2 日から 9 日まで

池上会館で人権啓発作品展を 

開催します。糀谷中の生徒の 

作品も展示されますので、ぜ 

ひ見に行ってください。 

                １２月号 

自ら学び考えることができる生徒  感性豊かで思いやりのある生徒  心身ともに健康な生徒 

 学校だより 
大田区人権教育研究協力校 
「みんながいる わたしがいる  

さしのべる 生きている」 

令和４年１２月２日 

大田区立糀谷中学校 

校長 小島 宏一郎 

Ｎｏ．１ 
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日 曜日 予定 日 曜日 予定 

1 木 職場体験（２年） 14 水 三者面談(３年) 

2 金 専門委員会､生徒評議会､生命尊重週間始 15 木  

3 土 社会を明るくする運動意見発表会 16 金 避難訓練 

4 日  17 土  

5 月 全校朝礼、三者面談(全学年) 18 日  

6 火 三者面談(全学年) 19 月 生徒会朝礼 

7 水 職員会議  20 火  

8 木 三者面談(全学年)            21 水  

9 金 三者面談(全学年)、生命尊重週間終             22 木 大掃除 

10 土 土曜補習 23 金 終業式、中学生意見交換会 

11 日  24 土 冬季休業日始 

12 月 三者面談(全学年) 25 日  

13 火 三者面談（３年） ※始業式は１月１０日(火)です。 

12 月の行事予定

  

今月は命の大切さや人権について考える月です。１日～７日は「いのちの電話」フリー

ダイヤル週間、３日～９日は障害者週間、４日～１０日は人権週間となっています。ま

た、１日からの７日間には、ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーンが実施されます。年末年始

の事故防止にもお気を付けください。 

 

地球温暖化防止月間(環境省)  
人権週間(法務省、4日～10日)  

【バスケットボール部】 

令和４年度大田区中学校バスケットボール新人大会 

 男子の部 優勝 （都大会出場権獲得） 

２回戦 糀谷中〇94－58●馬込東中 

  ３回戦 糀谷中〇75－40●南六郷中 

  準決勝 糀谷中〇90－43●大森二中 

  決 勝 糀谷中〇89－46●大森七中 

 

 
 
【令和４年度大田区中学校理科生徒研究発表会】 
優秀賞       (２Ａ) 

 「牛乳からプラスチックを作ろう」 

優秀賞       (２Ｄ) 

 「電池を肉の上においたときの変化」 

 

【バレーボール部】 

第 66 回東京都中学校バレーボール新人大会 

糀谷中●０－２〇大島中（江東区）       
【ソフトテニス部】 

第 66 回東京都中学校ソフトテニス新人大会 

 男子団体 

1 回戦 糀谷中〇３－０●南葛西中（江戸川区） 

  2 回戦 糀谷中〇３－０●銀座中（中央区） 

  3 回戦 糀谷中〇２－１●開進三中（練馬区） 

  4 回戦 糀谷中●０－３〇砧南中（世田谷区） 

       （東京都でベスト１６） 
          
【中学生の「税についての作文」】 （下に作品掲載） 
東京納税貯蓄組合総連合会会長賞   
「税金という名の投資」       (３Ｂ) 

 

税
金
と
い
う
名
の
投
資 
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私
は
、
上
下
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
洋
服

を
買
い
に
行
っ
た
。「
お
会
計
は
三
五
二

〇
円
で
す
。」
そ
の
時
、
背
筋
に
冷
た
い

も
の
が
走
っ
た
。
私
は
三
二
〇
〇
円
し

か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
税

抜
き
の
値
段
を
税
込
み
の
値
段
と
勘
違

い
し
て
い
た
か
ら
だ
。
ず
っ
と
欲
し
か

っ
た
洋
服
だ
っ
た
。
自
分
の
お
小
遣
い

を
二
ヶ
月
間
必
死
に
貯
め
て
や
っ
と
買

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
た
の
に
、

消
費
税
の
せ
い
で
買
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
税
抜
き
価
格
と
税
込
み
価
格

の
両
方
が
書
い
て
あ
る
か
ら
紛
ら
わ
し

い
。「
消
費
税
な
ん
て
な
か
っ
た
ら
い
い

の
に
。」
私
は
そ
う
思
い
、
必
要
が
な
い

と
思
っ
た
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
調

べ
て
み
た
。 

調
べ
て
み
る
と
税
金
は
都
市
の
整
備

に
十
一
．
七
％
、
福
祉
と
保
険
に
十
六
．

九
％
、
教
育
や
科
学
技
術
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。
税
金
は
、
日
本
の
人
々
が
住

み
や
す
く
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
私
が
な

か
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
と
思
っ
て
い

た
消
費
税
は
年
金
、
医
療
、
介
護
、
子
育

て
支
援
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま

た
、
一
般
歳
出
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算

の
約
三
十
五
％
に
当
た
る
三
十
五
兆
八

千
六
百
八
億
円
も
の
お
金
が
、

社
会
保

障
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

私
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
中
学
校

で
机
や
椅
子
、
ま
た
、
勉
強
に
欠
か
せ

な
い
教
科
書
を
無
償
で
使
っ
て
勉
強
で

き
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
い
と
感

じ
た
。 

 

そ
れ
に
、
世
界
で
考
え
て
み
る
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
国
で
は
中
学
校
が

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、 

日
本
の
人
々
が
税
金
と
い
う
名
の
投

資
を
私
達 

若
者
に
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
今
の
私
の
中
学
校
生
活
が
成
り

立
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
投
資
を
私

た
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
一
員

と
し
て
学
び
の
姿
勢
を
今
ま
で
よ
り

も
よ
り
良
く
し
よ
う
と
思
う
。
ま
た
、

学
校
の
設
備
に
対
し
て
不
平
不
満
ば

か
り
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
学

校
を
よ
り
過
ご
し
や
す
い
環
境
に
す

る
に
は
自
分
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。 

そ
し
て
、
自
分
た
ち
が
買
い
物
を
す

る
際
に
食
べ
物
や
飲
み
物
で
は
八
％
、

洋
服 

や
靴
な
ど
で
は
十
％
の
税
金
を

払
っ
て
い
る
。
老
後
の
生
活
を
豊
か
に

し
た
り
、
身
体
の
不
自
由
な
人
や
高
齢

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
救
急
車
や
消

防
車
に
乗
る
こ
と 

や
赤
ち
ゃ
ん
の
と

き
に
予
防
接
種
を
す
る
こ
と
が
無
償

で
で
き
る
の
は
、
私
達
が
払
っ
て
い
る

消
費
税
が
あ
る
お
か
げ
だ
。 

私
が
最
初
に
な
い
ほ
う
が
い
い
と

思
っ
て
い
た
消
費
税
は
本
当
に
な
い

ほ
う
が
い 

い
も
の
な
の
か
。
私
は
今

で
は
な
い
ほ
う
が
い
い
な
ん
て
思
わ

な
い
。
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
、
税
金

の
お
か
げ
で
誰
か
を
助
け
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
と
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
。
逆
に
誰
か
が
払
う
税

金
に
よ
っ
て
義
務
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
人
に

な
っ
た
ら
ま
た
次
の
世
代
に
投
資
す

る
。
き
っ
と
そ
の
連
鎖
を
途
切
れ
さ
せ

ず
に
繋
い
で
い
く
こ
と
が
私
達
の
役

目
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
は

し
っ
か
り
と
自
分
た
ち
に
与
え
ら
れ

た
学
び
を
し
、
人
生
の 

計
画
を
立
て

て
い
く
の
が
大
切
だ
ろ
う
。 

男子バスケットボール部は、３大会連続の都大会出場
権獲得です。大会は 1月に開催されます。 

生徒の 
活躍の 
記録から 


